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私
た
ち
が
地
域
で
生
活
す
る
上
で
、

介
護
や
子
育
て
な
ど
に
関
す
る
問
題

は
、
第
一
義
的
に
は
家
族
内
に
よ
る

「
自
助
」
で
解
決
し
よ
う
と
し
ま
す
。

家
族
内
で
解
決
で
き
な
い
問
題
は
、

古
く
は
地
域
集
落
の
相
互
扶
助
の
中

で
解
決
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ

て
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
「
官
」
が

「
公
助
」
に
よ
る
住
民
福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

「
官
」
の
提
供
す
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
は
公
平
性
と
平
等
性
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
個
人
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
や
質
の
追
求
に
き
め
細
か
く
対
応

す
る
こ
と
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ
り

ま
す
。

　

昨
今
、
世
間
で
騒
が
れ
て
い
る
い

わ
ゆ
る
高
齢
者
の
所
在
不
明
問
題
に

よ
り
、
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
が
改
め
て
浮
き
彫
り
と
な
り
ま

し
た
。
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

子
育
て
支
援
や
児
童
虐
待
、
青
少
年

の
引
き
こ
も
り
、
高
齢
者
等
の
閉
じ

こ
も
り
と
い
っ
た
問
題
は
、「
官
」
の

責
任
と
し
て
「
公
助
」
だ
け
で
行
う

こ
と
の
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
が
幸
せ
に
地

域
社
会
で
暮
ら
し
て
い
く
に
は
、「
個

人
」
で
も
「
官
」
で
も
対
応
が
難
し

く
な
っ
て
き
た
暮
ら
し
の
ニ
ー
ズ
を

ど
う
解
決
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
と
は
、
福
祉
課
題
が
多

様
化
す
る
中
で
、「
自
助
」で
も
「
官
」

だ
け
で
も
解
決
が
難
し
い
場
合
、
住

民
の
手
に
よ
る
自
主
的
な
活
動
と
行

政
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し

な
が
ら
課
題
の
解
決
に
結
び
つ
け
る

活
動
で
す
。
地
域
で
自
立
生
活
を
支

援
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
行
政
等

が
提
供
す
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
、
近

隣
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
通
し
た

「
助
け
合
い
」
と
い
っ
た
「
共
助
」

に
よ
る
民
間
の
活
動
を
有
機
的
に
結

び
つ
け
て
、
問
題
を
抱
え
る
当
事
者

だ
け
で
な
く
「
家
族
全
体
」
を
支
え

る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
改
め
て
近
隣
住

民
に
地
域
で
ど
う
い
っ
た
問
題
が
起

こ
っ
て
い
る
か
を
考
え
て
貰
い
、
自

ら
の
地
域
を
良
く
し
た
い
と
い
っ
た

ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
高
揚
し
、
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推
進
す
る

ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
福
祉
活
動
計
画
は
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
役

で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
（
通
称
「
社

協
」）
が
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、

人
々
が
抱
え
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
課

題
に
、
地
域
の
方
々
が
関
心
を
持
ち

地
域
福
祉
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
や
関
係
団
体

な
ど
と
一
緒
に
地
域
福
祉
を
推
進
す

る
し
く
み
を
つ
く
る
た
め
の
住
民
や

関
係
者
の
活
動
・
行
動
計
画
で
す
。

　

一
方
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
よ

り
、
社
会
福
祉
法
に
「
地
域
福
祉
計

画
」
に
関
す
る
規
定
が
施
行
と
な
り

ま
し
た
。
地
域
福
祉
計
画
は
、「
地
域

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
の
目
指
す
も
の
は
、
従
来
の
よ
う
な

救
貧
的
な
も
の
や
特
別
な
人
た
ち
を
対
象
と
し
た
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
で
は
な
く
、
全
て
の
人
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
人
間
と
し
て
尊
厳
を
保
持
し
、
自
立
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
で
す
。

　

平
成
十
二
年
に
成
立
し
た
社
会
福
祉
法
に
お
い
て
、
地
域
福

祉
と
は
「
自
助
」
や
「
公
助
」
は
勿
論
、
地
域
住
民
、
専
門
職
、

事
業
者
が
相
互
協
力
し
て
「
共
助
」に
よ
っ
て
つ
く
り
あ
げ
る
、

す
な
わ
ち
「
住
民
参
加
」
に
よ
っ
て
展
開
で
き
る
も
の
で
あ
る

と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
を
進
め
る
上
で
は
「
共
助
」
や
「
住
民
参
加
」
が

不
可
欠
で
す
。

　

今
回
の
特
集
は
、
住
民
参
加
を
基
盤
に
住
民
自
身
が
協
働
し

て
策
定
す
る
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

桐生市住民懇談会より

私
た
ち
が
地
域
で
暮
ら
す

上
で
の
課
題
と
解
決
手
段

地
域
福
祉
の
意
義
と

住
民
参
加
の
必
要
性

地
域
福
祉
活
動
計
画
は　

住
民
の
活
動
・
行
動
計
画

地
域
福
祉
活
動
計
画
に
つ
い
て

地
域
福
祉
活
動
計
画
に
つ
い
て

特集
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の
要
援
護
者
の
生
活
課
題
と
そ
れ
に

対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
量
を

明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
確
保
と
提
供

体
制
を
計
画
的
に
整
備
す
る
行
政
計

画
」
で
、
策
定
に
は
住
民
参
加
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
福
祉
計
画
」
は
行
政
が
作

る
計
画
で
あ
り
、「
地
域
福
祉
活
動
計

画
」
は
、
住
民
主
体
を
旨
と
し
て
社

協
が
、
住
民
等
に
広
く
呼
び
か
け
て

策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

と
も
に
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
、
住
民
参
加
を
得
て

策
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
整

合
性
が
求
め
ら
れ
、
内
容
を
一
部
共

有
し
た
り
、
策
定
過
程
を
共
有
し
た

り
す
る
等
、
相
互
に
連
携
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

何
故
、
住
民
参
加
で
「
地
域
福
祉

計
画
」
や
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

を
つ
く
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
地

域
で
自
立
生
活
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、
住
民
の
協
力
が
な
け
れ
ば
で
き

な
い
か
ら
で
す
。

　

近
年
で
は
、
両
者
を
一
体
的
に
つ

く
る
市
町
村
も
で
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
八
月
現
在
、
期
限

が
有
効
な
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策

定
し
て
い
る
市
町
村
は
県
内
三
十
五

市
町
村
の
内
、
九
市
、
二
町
、
一
村

社
協
が
策
定
済
み
（
全
体
の
三
十
四
・

二
％
）、
策
定
中
一
市
、
策
定
予
定

三
市
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的

に
は
、
期
限
が
有
効
な
地
域
福
祉
活

動
計
画
を
策
定
し
て
い
る
市
区
町
村

社
協
は
六
百
八
十
三
カ
所
（
全
体
の

約
四
十
・
一
％
、
平
成
二
十
一
年
度

市
区
町
村
社
協
活
動
実
態
調
査
よ
り
）

と
な
っ
て
お
り
、
本
県
の
取
り
組
み

は
全
国
平
均
に
比
べ
遅
れ
て
い
る
状

況
で
す
。

　

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
構
成
は
、

こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
程
度

の
ス
タ
イ
ル
は
存
在
し
ま
す
。
図
１

の
よ
う
に
ま
ず
、
理
想
と
す
る
地
域

像
や
計
画
の
理
念
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
（
基
本
目
標
）
に
表
し
、
そ

れ
を
具
体
化
す
る
た
め
の
取
り
組
み

の
柱
と
な
る
項
目
（
基
本
計
画
）
を

決
め
、
最
後
に
「
基
本
計
画
」
の
各

項
目
を
実
現
す
る
た
め
の
「
具
体
的

な
活
動
」、
行
政
、
住
民
、
社
協
等

の
組
織
の
「
役
割
分
担
」、「
計
画
の

推
進
体
制
」、「
評
価
体
制
」、「
年
次
計

画
」、「
財
政
計
画
」（
実
施
計
画
）
と

い
っ
た
も
の
を
明
確
化
し
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
推
進
に
は
、
そ
の
担

い
手
で
も
あ
る
住
民
自
身
の
参
加
が

必
要
な
た
め
、「
自
分
が
住
む
地
域
を

ど
ん
な
地
域
に
し
た
い
の
か
、
地
域

に
は
ど
ん
な
課
題
が
あ
っ
て
、
ど
ん

な
サ
ー
ビ
ス
や
関
係
者
の
協
力
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
か
」
と
い
っ
た
こ

と
を
検
討
す
る
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス

に
も
住
民
自
身
の
合
意
と
参
画
が
必

要
と
さ
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
場
の
担
保
の
た
め
計
画

策
定
の
委
員
会
や
住
民
座
談
会
を
開

催
し
な
が
ら
住
民
か
ら
あ
げ
ら
れ
た

意
見
や
ニ
ー
ズ
を
基
に
前
述
の
「
基
本

目
標
」、「
基
本
計
画
」、「
実
施
計
画
」
等

が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
次
回
は
実
際
の
計
画
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。（
地
域
福
祉
課
）

県
内
の
策
定
状
況

計
画
の
構
成
・
内
容

地域福祉活動計画の構成の一例
基本目標 基本計画 実施計画

住
民
意
識
調
査

住
民
懇
談
会
➡

計画の理念、理想とする地
域像、将来像を描く。
地域住民の誰にでも理解さ
れ、わかりやすい目標を示
す。

具体的な取り組みの柱とな
る項目

「基本目標」や「基本計画」
の柱にそった具体的な実施
事業・活動項目（事業名、
事業内容医、実施主体、対
象・方法、年次計画）」

地域福祉計画と地域福祉活動計画の協働関係

地域福祉計画・地域福祉活動計画原案

自治体 社協

地域福祉活動
計画案地域福祉計画案

計画案をもとに市町村
自治体として作成

計画案をもとに民間の
行動計画として作成

「全国社会福祉協議会「地域福祉活動計画策定指針」より」

行政計画として
の「地域福祉計
画」、民間の行
動計画としての
「地域福祉活動
計画」の性格を
考慮し調整

住民懇談会、交流会、
ニーズ調査等の共同
実施、計画策定委員
会の合同開催、合同
事務局の設置等計画
策定過程における自
治体と社協の協働

「地域福祉計画」
「地域福祉活動計
画」の２つの内容
を併せ持つ「地域
福祉計画・地域福
祉活動計画原案」
の作成

協　働

図１
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「
群
馬
県
障
害
者
110
番
」
は
、
平
成
11
年
10
月
よ
り
、
ぐ
ん
ま
地
域

福
祉
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
、
障
害
者
の
権
利
擁
護
を
目

的
と
し
、
当
事
者
、
家
族
、
関
係
者
よ
り
、
権
利
侵
害
や
日
常
生
活
に

お
け
る
様
々
な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
は
過
去
10
年
間
の
相
談
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。「
金
融
・

契
約
・
消
費
に
関
す
る
」
相
談
が
ず
っ
と
ト
ッ
プ
で
す
が
、
14
年
15
年

の
多
重
債
務
・
消
費
者
金
融
に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
障
害
者
110
番
に

お
い
て
最
高
を
記
録
し
て
お
り
ま
す
。

④
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
技
能
講
習
を

拒
否
さ
れ
た
。（
身
）

⑤
精
神
病
院
長
期
入
院
中
に
相
続
人

か
ら
外
さ
れ
た
為
、
相
続
権
を
回

復
請
求
し
た
い
。（
精
）

⑥
障
害
者
雇
用
さ
れ
た
が
、
従
業
員

の
無
理
解
な
言
動
に
苦
し
め
ら
れ

て
い
る
。

⑦
医
師
に
よ
る
屈
辱
的
な
言
葉
が
許

せ
な
い
。

相
談
員
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　

基
本
と
し
て
「
障
害
者
基
本
法
」

が
あ
り
ま
す
。障
害
者
基
本
法
で
は
、

「
す
べ
て
障
害
者
は
社
会
を
構
成
す

る
一
員
と
し
て
社
会
・
経
済
・
文
化

そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に

参
加
で
き
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
。」

　
「
何
人
も
障
害
者
に
対
し
て
障
害

を
理
由
と
し
て
差
別
す
る
こ
と
、
そ

の
他
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
行
為

を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
う
た
わ
れ

て
い
ま
す
。
条
文
中
記
載
の
権
利
を

考
え
て
相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
権
利
擁
護
」と
は
、「
何
気
な
く
、

さ
り
げ
な
く
、
苦
も
な
く
で
き
る
こ

と
を
支
援
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
こ

れ
を
モ
ッ
ト
ー
に
相
談
対
応
を
心
が

け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、相
談
の
多
く
の
解
決
策
は
、

「
国
際
連
合
・
障
害
者
権
利
条
約
」
の

批
准
に
よ
り
、
障
害
者
の
権
利
も
格

段
に
向
上
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
相
談
活
動
の
指

針
も
以
下
の
４
点
に
抜
粋
さ
れ
ま
す
。

①
障
害
者
自
立
支
援
法
か
ら
「
障
害

者
総
合
福
祉
サ
ー
ビ
ス
法
」
へ

②
障
害
の
定
義
を
「
医
療
的
モ
デ
ル
」

か
ら
「
社
会
的
モ
デ
ル
」
と
し
て

と
ら
え
る
。

③
特
定
生
活
様
式
を
義
務
づ
け
ら
れ

な
い
。

④
差
別
の
概
念
や
基
準
を
「
直
接
差

別
」「
間
接
差
別
」「
合
理
的
配
慮
義

務
違
反
」
の
形
態
で
整
理
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
の

取
り
組
み
で
す
。

　

以
上
の
実
現
に
よ
っ
て
、
相
談
員

と
し
て
「
共
に
生
き
る
、
よ
り
よ
い

社
会
」
へ
と
変
わ
る
相
談
支
援
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も

　

一
人
一
人
が
異
な
る
障
害
を
も
ち
、

ご
本
人
を
理
解
す
る
こ
と
は
と
う
て

い
で
き
な
い
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
、

常
に
人
権
に
配
慮
し
、
セ
ン
タ
ー
利

用
者
の
意
見
や
問
題
意
識
（
思
い
）

を
共
有
し
、
訴
え
を
聞
く
姿
勢
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
一
般
相
談　

　

月
〜
金
９
時
〜
17
時
（
土
・
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）。

・
法
律
相
談　

　

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
14
時
〜
16
時

　

（
要
予
約
・
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
）

　
　

問
い
合
わ
せ
は
「
ぐ
ん
ま
地
域

福
祉
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」（
群
馬

県
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
）
前
橋

市
新
前
橋
町
13
―
12
群
馬
県
社
会

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
４
階

（
連
絡
先
）０
２
７
・
２
５
５
・
６
２
２
６

　

お
一
人
で
悩
ま
ず
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

こ
ん
な
相
談
が
入
り
ま
す

①
遊
び
に
誘
わ
れ
た
が
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
飲
食
代
、
買
物
の
代

金
を
支
払
わ
さ
れ
た
。（
知
）

②
職
場
内
で
の
セ
ク
ハ
ラ
発
言
を
気

に
や
み
出
社
拒
否
し
て
い
る
。

（
知
）

③
単
独
行
動
可
能
の
視
覚
障
害
者
の

旅
館
宿
泊
を
拒
否
。（
身
）

0

20

40

60

80

100

重複精神知的身体

H21H20H19H18H17H16H15H14H13H12

相談内容

相談件数

〜
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て

〜
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て

　

住
み
や
す
い
社
会
へ
〜

　

住
み
や
す
い
社
会
へ
〜

　
　
　
　
　
　

障
害
者

　
　
　
　
　
　

障
害
者
110110
番
事
業

番
事
業

0

10

20

30

40

50

60

70

80

職場・施設内での人権侵害

雇用・勤務条件

金融・契約・消費

相続

財産侵害

生命・身体

H21H20H19H18H17H16H15H14H13H12
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共同募金

http://www.akaihane-gunma.or.jp /

群馬県共同募金会社会福祉
法　　人

前橋市新前橋町13番地の12
群馬県社会福祉総合センター４階
TEL027-255-6596  FAX027-255-6214
e-mail:info@akaihane-gunma.or.jp

赤い羽根 情報 赤い羽根
共同募金

10月１日　12月31日

赤い羽根 情報

今年の募金目標額　323,464,000円
（一般募金198,000,000円、歳末募金125,464,000円）

平成22年度

共同募金運動
10月１日スタート！ご協力よろしくお願いします 対象事業 平成23年度に実施する、市町村域や小地域（小学

校区域や日常生活圏域）で行う事業で、単なる物
品等整備に止まらず、人的ネットワークを活かし
た地域密着型活動を行うもの。

事業の例示:①　地域住民で行う防災・防犯活動
　②　高齢者、子ども、障害者等の生活・自立支援、見守り活動
　③　①②を推進するために実施する研修会及びネットワーク化活動

対象団体 市町村社協、NPO法人、ボランティア団体、自治
会等地域団体、PTA等

申請方法 ◆配分限度額◆
申請事業経費の90%以下（上限20万円）

◆申請方法◆
所定の申請様式により、群馬県共同募金会に
11月30日までに提出（郵送可）

▶詳細は群馬県共同募金会事務局まで

　

永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
発
展

に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
し
、

感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
だ
れ

も
が
住
み
慣
れ
た
家
庭
、
地
域
で
、

そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
し
あ
わ
せ

に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
開
催
し
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】

　
「
み
ん
な
が
主
役　

さ
さ
え
あ
い

　

の
ま
ち
づ
く
り
」

【
主　

催
】

　

群
馬
県
・
群
馬
県
教
育
委
員
会
・

　

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

群
馬
県
共
同
募
金
会

【
期　

日
】

　

平
成
22
年
11
月
12
日
㈮

　

午
後
１
時
15
分
〜
３
時
45
分

【
会　

場
】

　

笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル

【
内　

容
】

第
１
部　

記
念
講
演

　

演
題

　
「
二
人
三
脚
で
乗
り
越
え
た
介
護

　

の
日
々
」

　
　

│
女
優
・
妻
・
母
│

　

講
師　

小
山　

明
子
（
女
優
）

第
２
部　

式
典

【
連
絡
先
】

　

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

（
大
会　

事
務
局
）

　

前
橋
市
新
前
橋
町
13
│
12

　

☎
０
２
７
│
２
５
５
│
６
０
３
３

【
日
時
】

○
平
成
22
年
10
月
22
日
㈮

「
障
害
者
虐
待
に
つ
い
て
」

講
師　

白
梅
学
園
大
学　

教
授

　
　
　

堀
江
ま
ゆ
み
氏

○
平
成
22
年
11
月
19
日
㈮

「
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
」

講
師　

 

日
本
高
齢
者
虐
待
防
止
協
会

評
議
員　

日
大
文
理
学
部
准

教
授　

山
田
祐
子
氏

○
平
成
22
年
11
月
25
日
㈭

「
家
庭
に
潜
む
子
ど
も
の
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
」

講
師　

 

社
団
法
人
家
庭
問
題
情
報
セ

ン
タ
ー
主
任
研
究
員

　
　
　

竹
前
ル
リ
氏

【
会
場
】
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
８
階
ホ
ー
ル
（
前
橋
市
新

前
橋
町
13
│
12
）

【
連
絡
先
お
よ
び
申
込
先
】

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
課
ま
で

　

☎
０
２
７
│
２
５
５
│
６
２
２
６

　

℻
０
２
７
│
２
５
５
│
６
１
７
３

　去る８月20日、前橋市総合福祉会館にて同協議
会の平成22年度第１回職員研修会が開催され、県
内センターの介護支援専門員や相談員など65名が
参加し、高崎経済大学の細井雅生教授の講演など
に熱心に耳を傾けました。

　同協議会では、今年度４回の職員研修会を予定
しています。
　２回目以降の予定は次のとおりです。

特別配分 を実施します！
〈赤い羽根「たすけあいの輪」づくり活動支援〉

助成
情報

［募金の使途計画（配分計画）］
◆社会福祉関係施設・団体への配分 …129,912千円
◆社会福祉協議会への配分 ………………50,869千円
◆特別配分（右欄をご覧下さい→） ………5,000千円
◆歳末たすけあい配分 …………………118,298千円
◆災害準備金、小規模災害見舞金 ………13,000千円
◆募金運動推進費 …………………………50,713千円
 （合計367,792千円）
※ この配分計画のための財源として、今年の募金のほか、過年度災害準備金取崩額等を充当します。

虐
待
防
止
セ
ミ
ナ
ー

虐
待
防
止
セ
ミ
ナ
ー

平
成
平
成
2222
年
度
年
度

群
馬
県
社
会
福
祉
大
会

群
馬
県
社
会
福
祉
大
会

地域の高齢者を支えるために
群馬県地域包括・在宅介護支援センター協議会

【第２回】平成22年10月12日
『市町村行政の介護予防への取組
み』とワークショップ

【第３回】平成22年12月17日
『低所得高齢者における成年後見
制度とその実務』（仮）

【第４回】平成23年２月14日
『地域の高齢者を支えるための
ネットワーク作りを考える』（仮）



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
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　大学や短大、専門学校に通っている学生たちのボランティア活動として、県内の小学生の自由研究や

絵画・工作といった夏休みの宿題を一緒に考え、交流する企画として「夏休み！ 子ども宿題塾」を

８月９日、20日の２日間にかけて実施しました。

「答えを教える場ではなく、自身が答えを見つけること」

　今年で３年目となる「宿題塾」において、ボランティアとして協力してくれた学生たちは、「答えを教

える場としてではなく、小学生自身が答えを見つける事」を支援するようにこころがけ、勉強するだけ

でなく、時に「遊び場」も提供しながら、子ど

もたちと楽しく過ごしました。

　短い時間の「宿題塾」は、終わってもなかな

か帰りたがらない子どもがいたり、また後日、

子どもたちから感謝の手紙や父兄の方からの御

礼の声なども多数寄せられ、終了しました。

　ぐんま･ボランティア市民活動支援センター

は、こうした学生から発したアイデアを具現化

できるように、様々な形でサポートし、県内に

その輪を広げていきたいと思います。

学生ボランティア発～地域における子育て支援･家族支援のあり方

「夏休み！ 子ども宿題塾」の開催!!

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
事
務
局
が
あ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
活

動
の
一
環
と
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
利
用

者
の
入
浴
介
助
・
配
膳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
年
に
２
回
の
バ
ス
ハ
イ
ク
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
日
々
活
動
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
14
年
度
、
県
社

会
福
祉
協
議
会
の
指
定
を
受
け
、
共

同
募
金
会
の
配
分
金
を
財
源
と
し
て
、

新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
な
る

モ
デ
ル
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
社
会
福
祉
協
議

会
が
窓
口
と
な
り
実
施
す
る
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
福
祉
に
対

し
て
理
解
と
熱
意
を
も
っ
て
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
地
域
住
民
の
方
々
を

協
力
会
員
と
し
て
登
録
し
、
援
助
が

必
要
で
正
会
員
に
登
録
し
た
方
に
対

し
て
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

東
吾
妻
町
の
在
宅
福
祉
の
更
な
る
充

実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
５
年
間
の
モ
デ
ル
期
間

を
終
え
社
協
独
自
で
継
続
し
て
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
正
会
員
100
名
、

協
力
会
員
286
名
、
年
間
利
用
件
数
は

約
700
件
と
な
り
、
地
域
住
民
に
広
く

認
知
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
既
存
の
制
度
の
谷
間
に

あ
っ
て
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
、

住
み
慣
れ
た
町
で
馴
染
み
の
人
々
に

支
え
ら
れ
、
安
心
し
て
生
活
す
る
こ

と
の
で
き
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
吾
妻
町
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

〒
３
７
７
│
０
８
０
２

吾
妻
郡
東
吾
妻
町
川
戸
２
３
３

☎
０
２
７
９
│
６
８
│
２
７
７
２

℻
０
２
７
９
│
６
８
│
０
０
５
１

～東吾妻町社会福祉協議会ボランティアセンター

ボランティアセンター

【
住
民
参
加
型
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
】

Hel
lo!

住民参加型在宅福祉サービスを利用し通院する

ボランティアと一緒に夏休みの宿題をする子ども
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　第16回大会となるぐんま大会では、これまでの福祉教育・ボランティア学習の実践に学びながら誰もが安心・安全に暮

らせる地域社会の実現、ひいてはノーマライゼーションの原点を再確認するとともに、これを発展させるための福祉教育・

ボランティア学習の新たな価値を探る機会とし、これからの実践・研究につながるよう研究協議をしていきます。

テーマ　「福祉教育・ボランティア学習の新たな価値を探る～ノーマライゼーションの発展に向けて～」

期　日　平成22年11月27日㈯～28日㈰　　　会　場　前橋市総合福祉会館（前橋市日吉町２-17-10）

問い合わせ先　　大会事務局：群馬医療福祉大学　足立勤一研究室内　　TEL・FAX　027-251-0117

◆日本福祉教育・ボランティア学習学会第16回ぐんま大会ご案内

１
．
福
祉
教
育
の
目
標

　

福
祉
の
心
（
基
本
的
人
権
を
尊

重
す
る
心
、
自
立
心
、
思
い
や
り

の
心
、
助
け
合
い
の
心
）
を
育
み
、

連
帯
意
識
を
持
っ
て
、
共
に
生
き

よ
う
と
す
る
児
童
を
育
成
す
る
。

２
．
取
り
組
み
内
容
の
紹
介

　

本
校
は
上
毛
か
る
た
「
三
波
石
と
と
も
に
名
高
い
冬
桜
」
で
知
ら
れ
る

旧
鬼
石
町
に
あ
る
児
童
数
165
名
の
小
規
模
小
学
校
で
す
。

（
１
）　

福
祉
体
験
学
習

　

６
年
間
で
全
員
が
体
験
で
き
る

よ
う
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
度
は
４
年
生
が
老
人
施

設
訪
問
、
５
年
生
が
車
椅
子
・
ア

イ
マ
ス
ク
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

感
激
し
て
涙
を
流
し
な
が
ら
手
を

握
っ
て
く
れ
る
お
年
寄
り
の
方
々

に
接
し
子
ど
も
た
ち
は
理
屈
で
は

な
く
、
実
感
を
持
っ
て
、
思
い
や

り
の
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

（
２
）　

人
権
集
中
学
習

　

６
月
と
12
月
に
人
権
月
間
を
設

け
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
親
切
な
出
来
事
を
集
め

る
「
思
い
や
り
の
樹
」
で
は
視
覚

的
に
見
合
う
こ
と
で
、
互
い
を
認

め
合
う
気
持
ち
が
自
然
と
身
に
つ

い
て
き
ま
す
。
自
分
の
行
動
を
振

り
返
る
「
思
い
や
り
の
記
録
」
は

自
己
を
見
つ
め
る
貴
重
な
機
会
で

す
。
ま
た
、
こ
の
期
間
に
児
童
会

が
行
う
「
い
じ
め
撲
滅
会
議
」
か

ら
は
多
く
の
貴
重
な
意
見
が
出
て

き
ま
し
た
。

（
３
）　

縦
割
り
班
活
動

①
「
縦
割
り
全
校
遠
足
」

　

い
じ
め
撲
滅
会
議
で
の
「
縦
割

り
班
で
協
力
す
れ
ば
、
思
い
や
り

の
あ
る
行
動
が
増
え
る
だ
ろ
う
。」

と
い
う
発
案
で
、
縦
割
り
活
動
に

よ
る
遠
足
が
実
現
し
ま
し
た
。
場

所
は
冬
桜
で
名
高
い
「
桜
山
」で
す
。

麓
か
ら
頂
上
ま
で
縦
割
り
班
に
よ

る
全
校
登
山
で
す
。
昼
食
時
休
憩

で
は
縦
割
り
遊
び
も
実
施
し
ま
す
。

途
中
の
坂
道
で
は
高
学
年
の
児
童

が
、
低
学
年
の
児
童
の
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
っ
て
や
る
姿
や
、
低
学
年

の
児
童
が
素
直
に
感
謝
の
言
葉
を

発
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
高
学

年
に
は
思
い
や
り
の
心
が
、
低
学

年
に
は
自
立
心
が
育
っ
て
い
る
こ

と
が
実
感
で
き
ま
す
。

②
「
縦
割
り
清
掃
」

　

縦
割
り
班
で
の
清
掃
で
す
。
６

年
生
の
班
長
を
中
心
に
、
役
割
を

考
え
、分
担
す
る
な
ど
工
夫
し
ま
す
。

高
学
年
の
児
童
が
低
学
年
の
児
童

に
ほ
う
き
の
使
い
方
か
ら
教
え
る

な
ど
、
自
覚
と
責
任
感
が
育
ま
れ

ま
す
。

　

他
に
縦
割
り
遊
び
や
福
祉
講
演

会
、
募
金
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

３
．
３
ヵ
年
の
成
果
と
課
題

　

福
祉
に
つ
い
て
様
々
な
体
験
活

動
を
展
開
す
る
中
で
子
ど
も
た
ち

が
「
自
ら
考
え
行
動
す
る
」
自
主

性
の
芽
が
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　

思
い
や
り
の
心
、
協
力
の
大
切

さ
な
ど
「
福
祉
の
心
」
の
大
輪
の

花
に
な
る
よ
う
、
様
々
な
活
動
を

全
校
職
員
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
今
後

も
継
続
発
展
さ
せ
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
力
校

社
会
福
祉
協
力
校

藤
岡
市
立
鬼
石
小
学
校

藤
岡
市
立
鬼
石
小
学
校

４年生による老人施設訪問

縦割り班活動・遠足
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宮
崎
佳
恵
さ
ん
は
、
前
橋
市
に
あ

る
児
童
養
護
施
設
「
地
行
園
」
の
児

童
指
導
員
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
生

活
全
般
を
支
え
る
多
忙
な
毎
日
で
す

が
、
時
間
を
つ
く
っ
て
は
沖
縄
の
離

島
や
屋
久
島
、
京
都
な
ど
に
ひ
と
り

旅
で
出
か
け
る
な
ど
、
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
に
就
か
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　

大
学
卒
業
後
、
新
聞
社
で
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
に
は
向
い

て
い
な
い
の
で
は
と
感
じ
て
い
た
頃
、

テ
レ
ビ
で
児
童
養
護
施
設
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
見
て
、
子
ど
も

と
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
強
く
思

い
ま
し
た
。

最
初
は
大
変
だ
っ
た
の
で
は
？

　

福
祉
関
係
の
基
礎
知
識
が
な
か
っ

た
の
で
、
み
ん
な
が
当
た
り
前
に

知
っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
ら
ず
不
安

で
し
た
。
で
も
知
識
よ
り
も
ま
ず
は

実
践
と
思
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
向
き

合
い
ま
し
た
。
感
情
を
ぶ
つ
け
合
っ

た
り
、
取
っ
組
み
合
い
の
ケ
ン
カ
を

し
た
こ
と
も
何
度
も
あ
り
ま
し
た
が
、

全
身
で
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
で
信
頼

関
係
が
作
れ
た
と
思
い
ま
す
。

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は

　

退
園
し
た
子
が
訪
ね
て
き
て
、「
園

　

取
材
し
た
日
は
、
35
度
を
超
え
る
猛
暑
日
で
し
た
が
、〝
山
ガ
ー
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
〞
の

宮
崎
さ
ん
の
笑
顔
は
と
て
も
爽
や
か
で
し
た
。
き
っ
と
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
や
さ
し

く
頼
り
に
な
る
お
姉
さ
ん
的
存
在
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

に
い
た
頃
は
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
う

る
さ
い
な
と
思
っ
た
け
ど
、
社
会
に

出
て
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
の
意
味
が

よ
く
分
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
た

と
き
な
ど
、
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い

て
良
か
っ
た
な
と
感
じ
ま
す
ね
。

子
ど
も
と
の
関
わ
り
で
大
事
な
こ
と
は

　

あ
る
研
修
で
「
子
ど
も
と
関
わ
る

こ
と
は
、
自
分
が
成
長
さ
せ
て
あ
げ

る
の
で
は
な
く
、
成
長
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
対
す

る
言
い
方
も
変
わ
っ
て
き
た
し
、
一

緒
に
成
長
し
て
い
る
、
生
活
を
楽
し

ん
で
い
る
と
感
じ
、
毎
日
が
よ
り
楽

し
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
目
指
す
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

仕
事
以
外
で
も
、
好
き
な
こ
と
が

あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
私
は
ひ
と
り

旅
以
外
に
も
、
舞
台
や
ラ
イ
ブ
も
好

き
だ
し
、
最
近
は
少
林
寺
拳
法
も
習

い
始
め
ま
し
た
。
１
日
が
24
時
間
で

は
足
り
な
い
く
ら
い
で
す
。
自
分
の

中
に
た
く
さ
ん
の
引
き
出
し
を
持
つ

こ
と
で
、
心
に
余
裕
が
持
て
る
し
、

子
ど
も
た
ち
に
も
い
ろ
ん
な
こ
と
を

伝
え
ら
れ
ま
す
よ
。

秋
号
表
紙素

敵
な
笑
顔

福
祉
ま
め
知
識

福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識

Ｑ　
「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」

と
は
な
ん
で
す
か
。

Ａ　
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

と
は
「
説
明
責
任
」
と
訳
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
も
と
も
と
は
行

政
が
国
民
に
対
し
て
行
う
こ
と
を
表

し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

医
療
分
野
や
福
祉
分
野
、
特
に
平

成
12
年
に
介
護
保
険
が
導
入
さ
れ
て

か
ら
、
福
祉
分
野
で
も
サ
ー
ビ
ス
契

約
時
等
に
利
用
者
に
対
し
て
の
説
明

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
第
76
条
に
は
、「
社
会
福

祉
事
業
の
経
営
者
は
、
そ
の
提
供
す

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す

る
者
か
ら
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
当
該
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
契
約

の
内
容
及
び
そ
の
履
行
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
説
明
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
り
ま
す
。

福
祉
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
よ
り　

新
着
ビ
デ
オ
の
お
知
ら
せ

わ
か
り
あ
え
る
明
日
の
た
め
に

　

手
話
は
耳
の
不
自
由
な
ひ
と
た

ち
に
と
っ
て
大
切
な
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
り
、
自
分

の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
の
目
で

見
る
言
葉
で
す
。

　

手
話
通
訳
士
は
、
健
常
者
と
耳

の
不
自
由
な
人
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
い
よ
う

に
手
助
け
す
る
仕
事
で
す
。

　

こ
の
ビ
デ
オ
は
「
福
祉
に
か
か

わ
る
仕
事
」
に
つ
い
て
子
供
た
ち

に
理
解
し
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
貸
出
ビ
デ
オ
を
取
り
揃

え
て
お
り
ま
す
。
所
蔵
ビ
デ
オ
の

ご
案
内
は
、
群
馬
県
社
会
福
祉
協

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

貸
出
を
ご
希
望
の
方
は
、
予
め

貸
出
状
況
を
ご
確
認
の
上
、
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
着
払
い
に
よ
る
発
送
貸

出
も
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

貸
出
は
原
則
と
し
て
１
週
間
、

５
本
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
連
絡
先
）　

福
祉
人
材
課

　

０
２
７
│
２
５
５
│
６
０
３
５

　

http://w
w
w
.g-shakyo.or.jp/
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